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研究成果の概要（和文）：本研究では低出生体重児が乳児期において視覚認知機能に何らかの異常を持つことを
示すと考えられた。また本研究では、混合顔を用いた課題の成績と3歳時の発達検査の結果との関連について検
討を行ったところ、顔認知課題において何らかの異常を認めた症例では姿勢・運動領域に比べ言語・社会領域が
低くなる傾向が見られ、乳児期の視覚認知機能と発達的予後との間に関連が見られることが示された。

研究成果の概要（英文）：We found that premature infant had some kind of abnormality for the visual 
cognitive function in infancy in this study. As for the children who showed abnormality on testing 
with face  cognitive function carried out for infancy, the developmental test at 3 years old showed 
abnormality. This suggests a relationship between an infantile sight cognitive function and a 
developmental prognosis.

研究分野：小児科学
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１．研究開始当初の背景 
近年の新生児医療の進歩により低出生体
重児の救命率は飛躍的に改善しているが、そ
の一方でそうした児と自閉症などの発達障
害との関係について関心が高まっている。精
神発達遅滞の頻度は一般集団では約 1～2％
といわれているが超低出生体重児（出生時体
重 1000g 未満）の 6 歳の時点での頻度は約
20％と高率であるといった報告や極低出生
体重児の長期的なフォローを行っていく中
で神経学的障害がなく、精神発達遅滞を伴わ
ない児でも学習上や行動上の問題が多く認
められるといった報告等がある。また神経学
的に異常がなく、知能も正常である児でも視
知覚に異常が見られる児が存在することが
知られている。 
広汎性発達障害の児では視知覚認知、特に
顔認知が障害されていることが知られてい
る。倒立顔の認知が直立顔の認知に比べ困難
となる倒立効果が自閉症成人例では見られ
ないことや、顔認知の際に見られる紡錘状回
の活性化が高機能自閉症群では見られなか
ったという報告がある。  
顔の認知が、他の対象とは異なるメカニズ
ムで処理されることがこれまでの研究で明
らかにされており、顔に対する認知機能は出
生直後から存在することが、新生児が顔に似
た視覚的刺激をそうでない刺激よりも選好
して注視するといった研究などから明らか
になっている。顔認知機能は生後 3か月ごろ
より成人における顔認知機能に近づくこと
が知られており、第一養育者と同じ性別の顔
を選好するという報告や自分と同じ人種の
顔を他の人種の顔よりも選好するという報
告がある。 
広汎性発達障害と診断された児では乳児
期より母親が「育てにくさ」を訴えることが
多く、児に何らかの対人関係やコミュニケー
ションの障害が存在する可能性が指摘され
ており、より早期からハイリスク群を検出す
ることで早期に介入を行っていくことがで
きると考えられる。 
こうしたことから早産児の乳児期におけ
る視覚認知機能の障害がのちの自閉症など
の発達障害と関連がある可能性が考えられ
る。しかしこれまでに乳児期早期における早
産児の視覚認知機能と発達的予後との関連
について検討を行った研究はない。 
近年開発された視線追跡装置（アイトラッ
カ ー Tobii1750 （ Tobii Technologics, 
Sweden））は、被験者がモニター上に出てく
る画像を十数秒注視するだけで、その刺激に
対する高精度な注視点計測とそのデータ分
析が可能であり、新たな視覚機能測定法とし
て臨床応用されている（図 1）。本研究ではこ
の装置を利用して、乳児期の皮質・皮質下を
含む視覚機能の指標として顔に対する視覚
行動の測定・分析を正期産の乳児および早産
の乳児に対して行い、またかれらの発達的予
後を評価することで乳児期の顔認知と発達

障害との関連についても検討を行う。 
 
２．研究の目的 
今回の研究期間内には以下の 2点について
明らかにする 
（１） 早産児の乳児期早期における視覚
機能の特徴。 
視運動性眼振（OKN）や移動する対象に対す
る追視などの皮質下の視覚機能と、顔認知の
様な皮質下と皮質との統合を必要とする視
覚機能について、正期産児と早期産児とで比
較を行い、早期産児の乳児期早期における視
覚機能の特徴を明らかにする。 
（２） 乳児期早期の視覚機能と幼児期（1
歳 6 ヶ月、2 歳、3 歳）に自閉症診断観察尺
度や Bayley 発達検査などを用いて発達の評
価及び自閉症などの発達障害の有無につい
て診断し、その結果から乳児期早期からの視
覚機能訓練などの介入についても考察を行
う。 
 
３．研究の方法 
視線追跡装置を用いることによって乳児
期早期から定期受診の場などで、これまでの
観察者の主観的な観察や、特殊な空間でビデ
オによる撮影を行ったりする方法よりも簡
便に対象の児の視覚的行動の測定を行うこ
とが可能であり、また注視部位などを詳細に
検討することができる。 
 具体的には、モニター上に顔写真などの画
像や動画などを提示し、そうした刺激に対す
る乳児の視覚的行動（注視部位・注視時間・
追視の有無・探索的眼球運動など）について
測定・分析を行う。測定は正期産で出生した
乳児と、早産で出生した乳児とを対象とし、
生後 3,4,6あるいは修正 3,4,6ヶ月で経時的
に測定を行う。 
 また生後１歳から 2歳における発達の評
価を小児科専門医が行い、乳児期早期におけ
る視覚認知機能と発達的予後との関連につ
いても検討を行う。 
図１．視線追跡装置 

 
４．研究成果 
本研究ではまず正常定型発達児の乳幼児
期における視覚認知機能を検討するために
生後 3か月から 3歳までの乳幼児を対象に複



数の視覚認知機能課題を行った。①再注視課
題②色と運動の統合課題③運動透明視課題
④音声と顔の統合課題⑤バイオロジカルモ
ーション課題の５つの課題を用いた検討で
は、①～③の課題では乳幼児期を通じて高い
通過率を認めた。また④音声と顔の統合課題
⑤バイオロジカルモーション課題について
は乳幼児期のいずれの年齢においても有意
な選好性は見られなかった。 
 
図２ 色と運動の統合課題 

図３ 運動透明視 

早産児においては 9 か月から 18 か月にお
いて①～③の課題において正期産児と同様
の傾向が見られたが、18か月における②と③
の課題において選好性が正期産児に比べ有
意に異なることを明らかにすることができ
た。 
 

 
また顔認知機能の検討するために混合顔
を用いた課題や新奇選好性を用いた課題で
は、低出生体重児（多くは極低出生体重児）
が正期産児とは異なる結果を示すことを明
らかにした。すなわち、正期産児は混合顔課
題では正常顔への選好性を認め、新奇選好性

課題では新奇刺激への選好性を認めたのに
対し、低出生体重児は混合顔課題では正常へ
の選好性を認めず、新奇選好性課題では新奇
選好性を認めなかった。このことは低出生体
重児が乳児期において視覚認知機能に何ら
かの異常を持つことを示すと考えられた（下
図）。 
また混合顔課題および新奇選好性課題の
いずれにおいても早産児は顔上部、すなわち
眼に対する注視時間が正期産児に短い傾向
が見られた。このことは乳児期から機能する
といわれる顔認知システムのうちのコアシ
ステムを構成する上側頭溝が関係している
可能性がると考えられた。上側頭溝は表情や
視線といった顔の可変的側面の知覚を司る
といわれており、自閉症の患者などに対し
fMRI や NIRS を用いた研究においてもこの部
位の機能の異常が認められると報告されて
いる。 
低出生体重児を対象とした、これらの課題
のうち混合顔を用いた課題の成績と 3歳時の
発達検査の結果との関連について検討を行
ったところ、顔認知課題において何らかの異
常を認めた症例では姿勢・運動領域に比べ言
語・社会領域が低くなる傾向が見られた。ま
た、3 歳時に自閉症スペクトラム障害と診断
された症例ではでは顔認知課題で顔上部・正
常顔への選好性を認めなかった。 

これらの結果から乳幼児期の視覚認知機
能が幼児期の発達と関連している可能性が
示唆された。 
 今後は今回の研究の成果を踏まえ、さらに
症例を増やし、乳児期の視覚認知機能と発達
的予後との関連を明らかにしていくととも
に、早産児の脳機能の発達についても検討を
行い、早産児における発達的な特性の基盤と
なる病態を明らかにしていきたい。 
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